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1 諸言 
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議席配分の説明 

議会民主制をとる組織では地域を区分し、
その地域の中から代表者として議員を選ぶ。 

地域によって人口や有権者数が大きく異なる
ため議員数を同じにすると不平等となる。 

総議員定数を各地域選挙区から人口分布に
基づいてできるだけ公平に配分する。 

有権者に対する一票の価値が地域によっ
て異なってくる。これを一票の格差と言う。 

その際、 

そこで、 

しかし、 



2 議員定数配分 
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1.州の数を 𝑠 とする。  

2.州 𝑖; 𝑖 = 1,… s の人口を 𝑝𝑖 とする。 

3.総人口 p は  𝑝𝑖𝑖 である。 

4.議員定数を h とする。  

  

州 𝑖 の取り分(Quota)；𝑞𝑖 = 𝑕 ×
𝑝𝑖

𝑝
 



3 除数方式と緩和除数方式 
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5つ有名な除数方式 

アダムズ方式   𝑑 𝑎 = 𝑎 

ディーン方式   𝑑 𝑎 =  
𝑎 𝑎+1

𝑎+ 
1

2

 

ヒル方式   𝑑 𝑎 =  𝑎 𝑎 + 1  

ウェブスター方式  𝑑 𝑎 = 𝑎 +
1

2
 

ジェファソン方式  𝑑 𝑎 = 𝑎 + 1 



3 除数方式と緩和除数方式 
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緩和除数方式 

𝒂 ≠  𝟎   の場合 

 

𝑑𝜃(𝑎) =  

1

𝑒

𝑎 + 1 𝑎+1

𝑎𝑎
, 𝑖𝑓 𝜃 = 1 

1

𝑙𝑜𝑔
𝑎 + 1
𝑎

, 𝑖𝑓 𝜃 =  0

𝑎 + 1 𝜃 − 𝑎𝜃

𝜃

1
𝜃−1

, 𝑖𝑓 𝜃 ≠  0,1

 



3 除数方式と緩和除数方式 
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緩和除数方式 

𝒂 =  𝟎    の場合 

 

  

𝑑𝜃(0) =  

0 , 𝑖𝑓 𝜃 ≤ 0 
1

𝑒
 ≈ 0.37 , 𝑖𝑓 𝜃 =  1

1

𝜃

1
𝜃−1

　　　　, 𝑖𝑓 𝜃 > 0 , 𝜃 ≠ 1

 



3 除数方式と緩和除数方式 
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極限操作により 

lim
𝜃→0

𝑎 + 1 𝜃  −  𝑎𝜃

𝜃

1
𝜃 −1

 
= 

1

log
𝑎 + 1
𝑎

 

lim
𝜃→1

𝑎 + 1 𝜃  −  𝑎𝜃

𝜃

1
𝜃 −1

 
=
1

𝑒
 
𝑎 + 1 𝑎+1

𝑎𝑎
 



3 除数方式と緩和除数方式 
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 緩和除数方式で 𝜃 = 0,1 の場合の除数方式も極限操作

となる。 

𝜃 = 0 の場合の緩和除数方式は T&S方式に等しい。 
 
𝜃 = 1 の場合の緩和除数方式は Theil方式に等しい。 

𝜃 = -1 の場合の緩和除数方式は Hill方式に等しい。 
 
𝜃 =  2 の場合の緩和除数方式は Webster方式に等しい。 

また、 



議席配分法における偏り 
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議席配分法による偏りの分析方法 

1.取り分𝑞𝑖を除数方式の丸め関数𝑑(𝑎)を用いて。 

2.整数に丸め、値を返す。 

3.丸め関数𝑎の値は0以上の整数である。 

4.配分結果に対する偏りを 

𝐵 =  𝑞𝑖
𝑠−1
𝑖=1 − 𝑕 と定義する。 



プログラムの内容 
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 議員定数配分方式を公式を基にプログラムを作成し議
員定数配分方式の偏りをシミュレーションをする。 
 
1.議席数𝑕 州の数𝑠 取り分𝑞𝑖 とした。 
 
2.取り分は区間[0, 𝑕]上の一様乱数(実数値)を発生させ、
各州の取り分を定める。 
 

3.以下のステップを繰り返し行う。 

- 𝑖𝑡𝑛に1を足す。 

- 取り分𝑞𝑖を丸め関数𝑑(𝑎)を用いて整数に丸める。 

- 偏りを求め、偏りを合計する。 



 

4.取り分𝑞𝑖を除数方式の丸め関数𝑑(𝑎)を用いて整数に丸める。

𝑑𝜃(𝑎) =  

1

𝑒

𝑎+1 𝑎+1

𝑎𝑎
, 𝑖𝑓 𝜃 = 1 

1

𝑙𝑜𝑔
𝑎+1

𝑎

, 𝑖𝑓 𝜃 =  0

𝑎+1 𝜃− 𝑎𝜃

𝜃

1

𝜃−1
, 𝑖𝑓 𝜃 ≠  0,1

 

 

5.丸め関数はそれぞれの配分方式に対応した丸め関数を使う。 

6.偏りの平均値を求める。 

7.州の数が増加すると、変数𝑖𝑡𝑛が劇的に小さくなるため、 

 今回のプログラムでは、4000万回繰り返す。 

プログラムの内容 
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結果 
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表1 θ が -1から2 までの偏りの平均 



結果 
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図1 θ が -1から2 までの偏りの平均 



結言 
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 今回の研究で議員定数配分方式を比較した結果で

は，偏りが非常に小さくなったのは，ウェブスター

方式である。 

ウェブスター! 
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ご清聴ありがとうございました。 

アンパオ 

ハンスックウォラパーニット・スマッチャヤー 


